
� はじめに
香川県は，西日本内帯の領家帯と呼ばれる地質構

造区に属しており，中生代白亜紀の領家帯花崗岩が

基盤をなし，阿讃山地ではこの上を和泉層群が不整

合に覆い，讃岐平野には第三紀の火山岩が点在して

いる。花崗岩類と総称する主なるものは黒雲母花崗

岩，閃雲花崗岩，花崗閃緑岩などである１），領家帯

花崗岩の中から湧出する源泉として放射能泉，塩類

泉，その他の温泉が湧出している２）。現在，療養泉

の約６４％にあたる７７源泉が放射能泉である。今回，

放射能泉のラドン濃度と花崗岩類との関わりと，放

射能泉の特徴について検討を行ったので報告する。

� 調査方法
１９８４年５月から２００７年３月まで当所において「鉱

泉分析指針（改訂）」３）基づいて分析した放射能泉７６

源泉を試料とした。ラドンの定量は，IM泉効計に

よる定量で行った。

� 結果及び考察
１源泉の分布

図１に源泉の位置を示した。高松市に３７源泉と

５０％集中している。観音寺市，土庄町，まんのう町

を除き全県に分布している。特に，坂出市番の州付

近，高松市国分寺町福家付近，高松市香川町川東付

近にラドン濃度の高い源泉が分布している。

２ラドン濃度の分布

表１にラドンの高濃度源泉の値を示した最高値は

３６５×１０－１０キューリ／kg であった。これらの場所の

地質は黒雲母花崗岩である４）。花崗岩の中にはラド

ンの起源となる放射性元素ラジウムが含まれており，

花崗岩の成年代や種類の違いによって，ラドン濃度

に違いがある。地下水のラドン濃度は水の湧出母岩

との接触時間と母岩の風化の度合いに関係してく

る５）。この地域の母岩は黒雲母花崗岩で，風化の度

合いが進み，水の滞留時間も長いことがラドン濃度

の高濃度値を示している要因である。

図１ 放射能泉分布

表１ ラドン高濃度源泉

表２，図２にラドンの濃度分布を示した。源泉の約

８０％が３０．０～９９．９×１０－１０キューリ／kg の値であった。

約７％が２００×１０－１０キューリ／kg 以上の値であり，

平均値が７４．３×１０－１０キューリ／kg の値であった。
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表２ ラドン濃度分布

図２ ラドン濃度分布

３花崗岩類とラドン濃度

７６源泉の内，黒雲母花崗岩の地質が３０源泉，花崗閃

緑岩の地質が４６源泉であり，それぞれの平均値は

９９．５×１０－１０キューリ／kg，５７．９×１０－１０キューリ／kg

であった。黒雲母花崗岩の方がラドン濃度は高値を

示していた６）。
４放射能泉の特徴

図３に平成１９年１月２４日現在における療養泉の源

泉分類を示した。療養泉の他の泉質と放射能泉（平

均値）の比較をラドン濃度，pH，溶存物質，泉温，

フッ化物イオンで検討してみた。図４にこれらを示

した。図４から，ラドン濃度については単純泉でも

２２．０×１０－１０キューリ／ｋgの値を検出した。泉質と

pHについてみると放射能泉は pH７．４９で中性であっ

た。

硫化物泉 pH８．０５，炭酸水素塩泉 pH８．１８，単純泉

pH９．２３でアルカリ性であった。湧出母岩との接触

時間が長くなるにつれ水の pHは高くなり温泉はア

ルカリ性を呈しはじめラドン濃度も高くなると言わ

れている６）本県ではアルカリ性を呈しなかった。泉

質と溶存物質については，放射能泉が０．３８６９mg/kg

単純泉が０．３２６２mg/kg と溶存物質が少なかった７）。

泉質と泉温については放射能泉は１８．６℃，硫化物泉

１７．０℃と低かった。泉質とフッ化物イオンについて

放射能泉は２．１mg/kg であり，単純泉は１４．６mg/kg

炭酸水素塩泉は７．８mg/kg と高い値を示していた。

図３ 療養泉の源泉分類

表３に放射能泉の適応症を示した。温泉は自然が人

間に与えてくれた恵み，これを利用して健康増進，

疾病予防として利用してほしい。

表３ 放射能泉の適応症

浴用 飲用

痛風，動脈硬化症，高

血圧症，慢性胆嚢炎，

胆石症，慢性皮膚病，

慢性婦人病，（療養泉

の一般的適応症：神経

痛，筋肉痛，関節痛，

五十肩，運動麻痺，関

節のこわばり，うちみ，

くじき，慢性消化器病，

痔疾，冷え症，病後回

復期，疲労回復，健康

増進）

痛風、 慢性消化器病、

慢性胆嚢炎、胆石症、

神経痛、筋肉痛、関節

痛

香川県環境保健研究センター所報 第６号（２００７）

－ 86 －



図４ 療養泉別濃度（平均値）

� まとめ
放射能泉７６源泉について調査したところ次のこと

が明らかになった。

１ 黒雲母花崗岩から湧出している源泉３０源泉のラ

ドン濃度の平均値は９９．５×１０－１０キューリ／kg であ

り，花崗閃緑岩から湧出している源泉４６源泉のラ

ドン濃度の平均値は５７．９×１０－１０キューリ／kg であ

つた。黒雲母花崗岩から湧出する方がラドン濃度

が高い。

２ 放射能泉の特徴は，溶存物質が少なく，泉温が

１８．６℃と低い。pH７．４９で他で報告されているほ

どアルカリ性を呈さなかった。
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